
別紙-2-①(土木工事用) 　　　　　　　　 ２. 施工状況    考 査 基 準 監督員(2)用

[記入方法]　該当する項目の□に　ﾚ　マークを記入する。

細       別 　Ⅱ. 工程管理

a b c d e
優れている やや優れている 他の事項に該当しない やや劣っている 劣っている

｢評価対象項目｣
□ 気象条件や施工条件などにより、特に工期的な制約がある場合において

、余裕を持って工事を完成させた。
□ □

自主的な工程管理がな
されず、工事監督員か
ら文書による改善指示
を行った。

請負者の起因により
、工期内に工事を完
成させなかった。
（但し、工事監督員
からの文書による改
善指示の場合を除
く）

□ 隣接する他の工事などとの工程調整に取り組み、遅れを発生させること
なく工事を完成させた。

□ 地元及び関係機関との調整に取り組み、遅れを発生させることなく工事
を完成させた。

□ 工程管理を適切に行ったことにより、休日や夜間工事の回避などを行い
、地域住民の生活サイクルへの配慮が見られた。

□ 工事管理に係わる積極的な取り組みが見られた。

□ 工事施工個所が広範囲に点在している場合において、工程管理を的確
に行い、余裕を持って工事を完成させた。

上記該当事項があれ
ば・・・d

上記該当事項があ
れば・・・e

□ その他  理由:

※ 該当5項目以上　・・・ a
　 該当3項目以上　・・・ b
 　その他 　・・・・・・ c

評定

点数

細       別 　Ⅲ. 安全対策

a b c d e
優れている やや優れている 他の事項に該当しない やや劣っている 劣っている

｢評価対象項目｣
□ 建設労働災害及び公衆災害の防止に向けた取り組みが顕著であった。 □ □

自主的な安全対策がな
されず、工事監督員か
ら文書による改善指示
を行った。

請負者の起因により
事故が発生した。□ 安全衛生を確保するための管理体制を整備し、組織的に取り組んだ。

□ 安全協議会での活動に積極的に取り組んだ。

□ 安全衛生を確保するため、他の模範となるような活動に積極的に取り
組んだ。

□ 安全対策に係わる取り組みが工事関係者以外（周辺住民、供用部分
使用者、警察署など）から評価された。

上記該当事項があれ
ば・・・d

上記該当事項があ
れば・・・e

□ その他　理由:

※ 該当4項目以上　・・・ a
　 該当2項目以上　・・・ b
 　その他 　・・・・・・ c

評定

点数


